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Ⅰ．環境経営方針

西日本建設株式会社は、建設業・廃棄物収集運搬業が社会に及ぼす環境負荷を認識し、

その低減を図るべく、事務所・現場の双方において、経営における課題とチャンスを

定期的に明確化し、積極的に環境経営を推進します。

この取組を通して企業価値を高め、地域の発展に貢献することで、強靭かつ持続可能な社会の

 実現を目指します。

1. 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

2. 事業活動が及ぼす環境負荷を削減するため、特に次の事項に取り組みます。

① 軽油・ガソリン使用量を低減し、二酸化炭素排出量の削減に努めます。

② 建設リサイクルを推進し、廃棄物発生量の削減に努めます。

➂ 自らが施工・販売・提供する土木建設物類の環境性能の向上及び

サービスの改善を推進します。

3. 環境経営システムを構築し、継続的な改善に努めます。

4. 本指針を全従業員に周知徹底します。

制定日：

代表取締役社長　　政岡　渡

＜環境経営理念＞

＜行動指針＞

2021年4月1日
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Ⅱ．組織の概要

（１） 名称及び代表者名
西日本建設株式会社
代表取締役社長　　政岡　渡

（２） 所在地
本　社 〒708-0015 岡山県津山市神戸３０６番地の１

（３） 事業内容
建設業

（４） 許可内容

（５） 環境管理責任者及び担当者の氏名と連絡先
上岡 良 TEL：0868-28-3332

E-Mail：west-k@a-do.ne.jp

（６） 事業の規模
設立
資本金 ４,０００万円
売上高　　　　　１０,６４３万円（２０１９年度実績）

　

（７） 事業年度 １０月～翌年９月

弊社ＨＰはこちら→
https://nishinihon-kensetsu.jimdosite.com

土木工事業、解体工事業、管工事業、建設工
事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物
工事業、舗装工事業、しゅんせつ工事業、塗装
工事業、水道施設工事業

令和7年12月17日

令和3年1月22日

(特ー２)第１９０５３号
岡山県知事

特定建設業許可

無人

倉庫

１４名

事務所

１５０㎡延べ床面積　　　

従業員　　　　　

２４５㎡

昭和54年1月5日

種類

許可の有効年月日

許可の年月日

許可番号
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Ⅲ．認証・登録の対象範囲及び実施体制

（１） 対象範囲
登録組織名： 西日本建設株式会社
対象事業所： 本社
対象外： なし
活動： 土木工事業、解体工事業、管工事業、建設工事業、とび・土工工事業、石工事業、

鋼構造物工事業、舗装工事業、しゅんせつ工事業、塗装工事業、水道施設工事業

（２） 環境経営実施体制図及び役割・責任・権限表

　 　

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境管理責任者を任命

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括

・環境経営計画の実施結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営計画の実績集計

・環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施

・環境教育訓練計画の作成と実施の管理

・環境経営レポートの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付）

・特定された項目の手順書作成  （緊急事態への対応を含む）

各部EA21担当者 ・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境経営の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の運用管理

・自部門の環境上の緊急事態の想定と対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

EA21担当者

従業員従業員

環境管理責任者

代表者

営業総務部工事部
EA21担当者

環境事務局
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Ⅳ．主な環境負荷の実績

二酸化炭素排出係数：令和3年度公表 (株)ウエスト電力 0.429kg-CO2/kWh

リサイクル率=リサイクル業者委託量/建設副産物発生量

2019年度 = 434kg / 434kg

2020年度 = 44kg / 44kg

Ⅴ．環境経営目標及びその実績

（１）中期目標

電気使用量及び液化石油ガス使用量は事業全体に対する環境負荷割合が少ないため

活動内容から除外した

化学物質は使用していない。

※

kg液化石油ガス(LPG)使用量

電力使用量

二酸化炭素総排出量　 ※1 kg-CO2

単位
基準年度
2019年度 2020年度

△３%

6,471

2021年度

継続

222

△１%

6,604

100

kg-CO2 67,361 66,687 65,340

2,717

55

1,570

3,436

100

79

化学物質は使用しません

廃棄物排出量

建設リサイクルの推進

節水の推進

対基準

63,993

対基準
Ⅰ．二酸化炭素排出量の削減

△１% △３% △５%

△３%

継続

100

229

実績不明

20,110

100

更新時に
検討

△５%

19,105

△５%

6,337

2022年度

継続

100

△５%

218

Ⅱ．水使用量の削減

Ⅲ．廃棄物発生量の削減

更新時に
検討

△３%

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　度
　　　　項　目

△１%

227

更新時に
検討

△１%

19,909

2020年度

総排水量

産業廃棄物排出量のリサイクル率　 ※2

一般廃棄物排出量

※1

※2

化学物質使用量

6,671

19,507

㎥

3か月分

821

％

kg

1) ガソリン使用量の削減

13,837

軽油使用量

ガソリン使用量

機械・車両の更新時に排出ガス
性能の良いものを検討

2) 軽油使用量の削減

2019年度
基準年度

kWh

L

L

229

100

実績不明

20,110

6,671

867

14,165

76,039

項　目

台or機

対基準

L

％

対基準

㎥

対基準

L

現
場

事
務
所

全
社

現
場

全
社

※

Ⅳ．自らが施工する土木建築物の環境性能の向上

対基準
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（２）試行運用期間の実績

達成度 削減を目指す場合は 達成度＝目標÷実績×100％

増加を目指す場合は 達成度＝実績÷目標×100％

評価 ○：達成、△：やや未達成、×：未達成

　 2021年7～9月リサイクル率 = 44kg / 44kg

Ⅵ．環境経営計画及び取組結果とその評価・次年度の取組内容

◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

全
社

事
務
所

×

Ⅲ．廃棄物発生量の削減

達成度
※1

1,570

△35%

12,507

1,651

△１%

4,977

現場の規模や工程、距離の関係で月ごとの使用量に差が生じやすいが、試行運
用期間は評価出来る結果となっている。運転者教育やアイドリングストップによる
効果が出ていると思われる。
今後も個々の意識向上を図り、次年度はダンプ等についても、空気圧、オイル等
の点検等により、燃費の改善を図り、軽油使用量の削減につなげていきたい。

1) ガソリン使用量の削減

2) 軽油使用量の削減 ○

○

67,361

2019年度
基準年度

56.7

△１%

期間中に
更新なし

100

72

-

79

△１%

更新時に
検討

実績

※2

※1

運転者教育によりエコドライブの啓発が進んでいる。一方、走行距離の把握は徹
底できていない。
今後も継続的にエコドライブに取り組んでいきたい。また、次年度からは空気圧や
オイル点検等もこまめに行い、ガソリン使用量の削減の一助としたい。

〇

〇

〇

評価
※2

△32%

3,436

△6%

145

105

133

3か月
目標

16,671

△１%

②分別によるリサイクルの推進

①5R教育

継続

100 ※3

38%

継続

100

○

Ⅱ．水使用量の削減　(節水の推進)

※3

◎

◎

-

これまでも建設リサイクルは推進してきたが、今後も正確な発生量を把握しなが
ら、次年度では、分別リサイクルを継続しつつ、5R技術の情報収集を実施してい
く。

-

-

(建設リサイクルの推進)

試行運用期間に機械・車両の更新はなかったが、引き続き、排出ガス性能の良い
機械・車両を調査・検討し、更新時には活かしたい。

〇

対基準

対基準

229

②節水の周知徹底（ポスター掲示）

①使用水量の把握・周知

排出ガス性能の良い機械・車両を
調査・検討

対基準
建設リサイクルの推進

節水の推進

機械・車両の更新時に排出ガス
性能の良いものを検討 対基準

％

②重機のアイドリングストップの奨励

①運転者教育

②走行距離の把握

①運転者教育

○

○

×

達成
状況

Ⅱ．水使用量の削減

Ⅲ．廃棄物発生量の削減

前年度実績を見ると、弊社の水使用量は年間で7・8月が最も多く、これが試行運
用期間と重なっているため目標値を上回る結果になったと考えられる。ポスター掲
示等は実施出来ているため、次年度は車輛洗車や、清掃時・手洗い時の節水を
呼び掛け、節水を推進していく。

6,671

試行運用期間：2021年7月～9月

20,110

Ⅳ．自らが施工する土木建築物の環境性能の向上

100

取り組み計画

×
対基準

台or機

㎥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　度
　　　　　　項　目

Ⅰ．二酸化炭素排出量の削減

実績不明

現
場

全
社

現
場

Ⅰ．二酸化炭素排出量の削減

事
務
所

現
場

〇

評価結果と次年度の取組内容

Ⅳ．自らが施工する土木建築物の環境性能の
向上 (機械・車両の更新時に排出ガス性能の
良いものを検討)

全
社

〇

〇

2) 軽油使用量の削減

1) ガソリン使用量の削減

L

全
社

kg-CO2

対基準

L

現
場

6



Ⅶ．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていることを確認しました。

なお、環境法規制等への違反、訴訟、環境上の苦情等も過去３年間ありませんでした。

Ⅷ．代表者による全体の評価と見直し・指示

当社は、建設業・廃棄物収集運搬業が社会に及ぼす環境負荷を認識し、その低減を図るべく、エコアクション

21に取り組んで参りました。環境経営を推進する上で社員への周知徹底はまだ不十分な点もありますので、

次年度は更なる啓蒙活動とともに、目標を達成するための取り組みを計画的に実施していく必要があります。

ゆえに、環境経営方針及び実施体制は維持しつつ、今回の試行運用期間の実績を踏まえ、環境経営目標、

計画に関して見直しを行いました。

建設現場は工事内容・受注量により数値が流動的ですが、環境問題に取り組んでいる姿勢を行動に表し、

社外の人にも本活動に理解と協力を得られるよう、今後も活動を継続していきたいです。

Ⅸ．環境経営活動の紹介

＜啓発ポスターの掲示＞

以上

適用される法規制

消防法

振動規制法

騒音規制法

浄化槽法

廃棄物処理法

建設リサイクル法

遵守
評価

消防訓練の実施、消火設備の点検

特定建設作業の事前届出、規制基準の遵守

特定建設作業の事前届出、規制基準の遵守

建築物等の分別解体義務、発注者への再資源化等完了報告と記録の保存

保守点検、清掃、定期検査

マニフェストの交付・保存・交付状況等報告書の提出

収集・運搬・処理委託業者の許可および契約の確認、産業廃棄物の保管基準

遵守する事項

遵守

遵守

遵守

2021年12月28日

遵守

遵守

遵守

代表取締役　政岡渡
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